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　今年１月、新刊「プロジェクトの概

念－プロジェクトマネジメントの知恵

に学ぶ－」が発刊された。日本プロ

ジェクトマネジメント協会(ＰＭＡＪ)

が進めてきた学生向けのＰＭの教科書

で、その狙いは、プロジェクトの「How 

to」にとどまらない、プロジェクトの

本質を見極めるための思考力を養うこ

とにある。これまでＰＭ関連の書籍と

言えば、米ＰＭＩ(プロジェクトマネジ

メント協会)が考案したＰＭＢＯＫベー

スのものが主流だったが､「プロジェク

トの概念」では、プロジェクトの正確

な理解とそのための思考力を養うこと

が狙われた。同書の監修にＰＭＡＪの

教科書作成委員会委員長として当たら

れた神沼靖子氏に出版の狙いなどにつ

いて聞いた。

　ＥＮＮ：学生の教科書にすることも

目的とした新刊「プロジェクトの概念－

プロジェクトマネジメントの知恵に学ぶ

－」の監修者として、どのような狙いを

持って出版に当たられたのですか。

　神沼：私は、旧日本鋼管の造船部門

(現ジャパンマリンユナイテッド)に入

社して社会人としてのスタートを切

りました。当時はまったく考えていな

かったのですが、今思えば、造船はま

さしくプロジェクトです。

　プロジェクトは、定常的・普遍的な

ものが無く、一回性のものです。ここ

で重要なことは､「プロジェクトとは、

何か」ということをしっかりと理解す

ることです。

　そこで重要なのは、プロジェクトを

進めるための「How to」ではありませ
ん｡「あれをこうする」という話では

なく、概念をきちんと理解することで

す。概念を理解できれば「How to」が
必要になった時にも理解しやすい。

　すでに世の中には米国のＰＭＩ(プ

ロジェクトマネジメント協会)が考案

したＰＭＢＯＫ(Project Management 
Body of Knowledge)がありますが、こ
れは「How to」を中心に書かれたもの
で、概念を理解するためには十分な内

容がありませんでした。私もプロジェ

クトマネジメントの本を多く読みまし

たが、ほとんどが「How to」につい
て書かれたもので、プロジェクトの内

容・考え方・概念として考えるもので

はありませんでした。

　ＰＭＢＯＫは米国で生まれました

が、日本にはＰ２Ｍ(プログラム＆プロ

ジェクト・マネジメント)があります。

ここではプロジェクトの上位の概念で

あるプログラムも扱われています。Ｐ

２Ｍはプロジェクトの上位にあるプロ

グラムについて扱われていますが、そ

の意味で「プロジェクトの概念」を改

めて考える必要があると考えました。

狙いは､「プロジェクトの

概念」への理解を深めること

　ＥＮＮ：本は、第１部「プロジェク

トの基本的な概念｣、第２部「実務か

ら学ぶプロジェクトの本質と理論｣、第

３部「プロジェクトへの挑戦」の三部

構成になっています。その狙いは何で

しょうか。

　神沼：第１部は、どんな分野の方に

もプロジェクトを理解していただくこ

とを目的に基本だけにしました。第２

部では、基礎だけでは動けないので､

「プロジェクトは本質的にどのよう

な形で学んでいくか」ということを考

え、簡単で身近な事例で演習しながら

学ぶようにしています。そして第３部

では、現実の問題に関わっており､「実

際にそのプロジェクトにどう挑戦する
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か」という問題を扱っています｡「どこ

まで理解できるのか」という問題より

も、やりながら「こんなこともあるの

か」ということを理解してもらうこと

を狙いました。

　執筆は４名の方にお願いしました

が、中には、ＰＭＢＯＫに精通して

おられる方も複数いらっしゃいました

が、最初に章立てを決めることで、執

筆内容をある程度、限定するようにし

ました。そして４名の方が執筆された

原稿を一人の執筆者が書いたように修

正する作業を監修者である私が担当し

ました。

　また最近､「プロジェクトマネジメン

トの概要」を教科書として使うための指

導書ができあがったのですが、ここでは

各単元を「どのような意図で書いている

か」を伝えることを目的にしました。

　ＥＮＮ：プロジェクトマネジメント

は、建設・エンジニアリング産業がプ

ロジェクトを実施する際に生まれたノ

ウハウです。それが現在では、情報系

のシステム開発にも使われています。

幅広い分野でプロジェクトは存在しま

すが、すべて同じ教科書で対応できる

のですか。

　神沼：工学系のプロジェクトの場

合、目に見えやすくて、変化が分かり

やすいという特徴があります。一方情

報系は、非常に分かりにくい。ですか

ら、情報系で教える先生に対して、で

きれば、ＤＶＤなどで、情報系の事例

を紹介したいと考えています。

プロジェクトの先にある

ＰＢＬ

　ＥＮＮ：「プロジェクトの概念」で

学べば、プロジェクトの基本を理解で

きると思います。その先の展開にどの

ようなことが考えられますか。

　神沼：ＰＢＬ(プロジェクト・ベー

スド・ラーニング)の学習があります｡

「プロジェクトの概念」でも最後に

２行だけ、ＰＢＬに触れています。

ＰＢＬを教えることで、身近な課題を

取り上げながら、プロジェクトとして

考え、どう学ぶかを考えることで思考

力が高まります。今、世の中で「考え

る力が弱くなった」と言われています

が、ＰＢＬを教えることで、設計から

「ものづくり」までに必要とされる思

考力が強化されると思います。

　ＰＢＬの重要性は文科系の学生さん

にとっても同じだと思います。ＰＢＬ

でしっかりと概念を理解しないと、ベ

ンダーに何か発注する時にも「何が欲

しいのか」が正確に伝わりません。

　このため、最近では、ＰＢＬがい

ろいろな学科で取り上げられるように

なっています。

　現在、ＰＢＬの教科書を作りつつあ

るのですが、この教科書はノート的な

ものでテキストとして使用できるよう

なものにしようと考えています。この

形を取り入れることで、考える力を養

えるようにします。

　ＥＮＮ：たしかに、他人に的確に物

事を頼むのは難しいですね。

　神沼：私は、産学連携の人材育成に

関わっています。経済産業省、情報処

理推進機構(ＩＰＡ)、文部科学省など

で「大学で知識として教えているもの

は、知識として身につくかもしれない

が、応用する意味では身につかないの

で、応用するためには、プロジェクト

をきちんと学ぶことが重要」と認識さ

れています。

　「プロジェクトの概念」の構成で

は、第１部、第２部、第３部に進む

にしたがって、基本知識からステップ

アップして、より難しくなります。こ

うした構成になったのは、私のＰＢＬ

への想いも影響しています。

プロジェクトの上位にある

プログラムの概念

　ＥＮＮ：かなり以前からプロジェク

トマネジメントは大学で教えられてい

ますが、これからの教育には何が必要

だとお考えですか。

　神沼：これまでに大学における、プ

ロジェクトマネジメント教育は、ＰＭ

ＢＯＫがベースにあって、その流れに

従うというのが主流でした。しかし、

プロジェクトマネジメントにとって重

要なことは、知識よりも応用です。そ

こに持っていきたいと考え、この点を

議論しました。

　大学では、基礎や知識を教えていま

す。プロジェクトマネジメントで扱っ

ているのは知識ではなく、応用です。

そういうところに持っていきたいと考

えています。

　ＥＮＮ：そこでＰ２Ｍが意味を持つ

わけですね。

　神沼：プロジェクトの上には、プロ

グラムがあります。

　情報系で学んできた方は､「プログラ

ム」というと「プログラミング」のこ

とと理解されてしまうのですが、そう

ではありません。プログラムの概念が

あって、その中にいくつかのプロジェ

クトが存在します。

　ＥＮＮ：「プロジェクトの概念」は

企業の社員教育にも使えるのではない

でしょうか。

　神沼：私自身、入社10年目くらいの

課長になる年代を研修してきました。

このクラスの方々の課題は「部下にど

のように教えるか」ということです。

プロジェクトについても「How to」を
知るだけではなく、どうしてそうなる

かを教えるべきだと思います。

　ＥＮＮ：ありがとうございました。
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